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13ラボ国際交流は世界6ヵ国の

人々と相互交流しています
が，その中でも韓国交流は
ユニークな特長をもってい
ます。受入れ団体の韓国ラボ
は日本のラボと同じように，
ことばと国際交流を重要な
テーマとしています。日本
と韓国は同じアジア地域でも
最も近い隣国同士で，歴史
的にも文化的にも相互に深く
影響を与え合ってきました。

次の時代は両国の人々
にとって，今まで以上
に協調と協力が求めら
れるでしょう。そして，
青少年年代にホーム
ステイ交流を通じての
友人を持つことはその
ための何よりの財産と
なるでしょう。

公益財団法人ラボ国際交流センター

★ 小学5年生から参加できる国際交流
★ ホームステイ（6泊7日）
★ 韓国ラボとの交流キャンプ（2泊3日）
★ ソウルコース（成田・関空出発）と
プサンコース（博多出発）の2コース

★ １ヶ月ホームスティ交流の準備

プログラムの特長

交流団体の紹介
社団法人韓国ラボは，1973年，当時ソウル大学長であった申太煥博士が
日本のラボ教育活動に共鳴し発足した，日本のラボと姉妹のような団体です。
表現活動やホームステイ交流を通して，ことばの習得や異文化理解をめざす
根本のありかたは，日本のラボと共通しています。
プサンラボは，ソウルとやや異なり，プサン市内の協力学校で実施されている
「ラボ団」と呼ばれる課外の国際理解教育活動がベースになっています。 対面式にて。これからのホームステイ生活にワクワク！！

日本から持って行った七夕（たなばた）かざりをホスト達と一緒に作ったよ。

韓国ラボのキャンプもみんな仲良し。

●釜山

ソウル●
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●小学5年生以上が参加できます　
夏休みを利用した短期間のプログラムです。小学校5年生
から参加できます。将来，北米交流はじめ1ヶ月のホーム
ステイを予定しているラボっ子にはとてもいい準備体験に
なります。

●ホームステイ＆交流キャンプ　
韓国ラボの会員宅にホームステイをしながらホストファミ
リィの人々とその生活に親しむことができます。またステイ
中に韓国ラボのキャンプに参加します。

●ソウルコースとプサンコースから選べます　
ソウルコースは成田空港と関西空港から出発，プサンコースは
博多港から出発し，帰着も同じです。参加者が集合しやすい
出発地を選ぶことができます。

※各空港の参加人数が少ない場合は，利用空港の変更をお願い
します。

プログラム概要

訪問期日：Aコース（ソウル滞在コース）：
2013年7月21日（日）～7月31日（水）の予定

Bコース（プサン滞在コース）：
2013年7月21日（日）～7月31日（水）の予定

集　　合：Aコース：7月21日（日）成田空港または関西空港
Bコース：7月21日（日）博多港

参加資格：参加時に小学校5年生以上のラボ・パーティ正会員・公益
財団特別会員

申込受付：「ラボ国際交流参加申込書」に記入・捺印の上，所属テュー
ターへご提出下さい。

締め切り：2013年3月29日（金）
（募集定員に達した時点で締め切りとさせていただきます
ので，予めご了承下さい）

参 加 費：2013年1月に決定
Aコース：（2012年度は155,000円）
Bコース：（2012年度は 98,000円）

※参加費に含まれないもの：
公益財団特別会員費，パスポート取得料，集合地（空港または港）
までの交通費，燃油サーチャージ，おこづかい

募集人員：Aコース（ソウル滞在コース）（30名）
Bコース（プサン滞在コース）（15名・予定）

※Bコース（プサン滞在コース）の大人の参加者は，
先着1名となります。予めご了承ください。

交流団体：社団法人韓国ラボ

共通テーマ活動：日韓・ML『おどりトラ』より（予定）

募・集・要・項

アメリカに行ったときは，生まれ変わったら
住みたいと思ったけど，韓国は「将来住みた
いところ」と思った。

（大学2年　女子）

キャンプではバザーもあるよ。どれにしようかな？

お別れの前日。話す言葉は違っても，心はしっかり通じ合えた。

公益財団法人ラボ国際交流センター
〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル16F

TEL.03-5324-3430

お問合わせ

びっくりしたことがたくさんありました。たとえば，
からい，からいといいながら，ふつうにキムチをたべ
ていたり・・・からいならやめればいいじゃん！と思っ
たけど，それが韓国の文化ってことを思うとやっぱり
言えませんでした。キャンプでは，みんなふつうに話
かけてくれて，とってもうれしかったです。ことばは
つうじなくても，身ぶり手ぶりで言っていることがわ
かるのは，とてもいいことだな～，と思いました。

（小学6年　女子）

ホームステイに慣れてくると，韓国語が
なんとなく分かってきて，うれしかった
ことがありました。少し勉強して行った
だけなのに，水族館のワニショーの会話
が，全部分かったんです！.
お別れの日は辛かったけど，また会うこ
とを約束しました。最後には，ホームス
テイが始まる前の想像していた，「毎日
が楽しくて，本当の家族みたいになって
これる」ホームステイになりました。

（小学6年　女子）


